
(57)【要約】

　

【課題】　底付きパイプの内面を洗浄するに際し、洗浄

液を使用しないで洗浄効率を上げること。

【解決手段】　底付きパイプ１の内面をエアブロー装置

２０により洗浄する底付きパイプ洗浄装置１００であっ

て、エアブロー装置２０は洗浄ノズル２２をパイプ１内

に挿入可能にし、洗浄ノズル２２がエア噴出口２３を外

周面に備え、エア吸入口２４を先端面に備え、パイプ１

内の異物を洗浄ノズル２２の外周面のエア噴出口２３か

ら吹出すエアブローにより吹飛ばしながら、該洗浄ノズ

ル２２の先端面のエア吸入口２４から捕集するもの。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 底 付 き パ イ プ の 内 面 を エ ア ブ ロ ー 装 置 に よ り 洗 浄 す る 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 で あ っ て 、
　 エ ア ブ ロ ー 装 置 は 洗 浄 ノ ズ ル を パ イ プ 内 に 挿 入 可 能 に し 、 洗 浄 ノ ズ ル が エ ア 噴 出 口 を 外
周 面 に 備 え 、 エ ア 吸 入 口 を 先 端 面 に 備 え 、
　 パ イ プ 内 の 異 物 を 洗 浄 ノ ズ ル の 外 周 面 の エ ア 噴 出 口 か ら 吹 出 す エ ア ブ ロ ー に よ り 吹 飛 ば
し な が ら 、 該 洗 浄 ノ ズ ル の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 か ら 捕 集 す る 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 エ ア ブ ロ ー 装 置 の 前 段 に ブ ラ シ 装 置 を 設 け 、 ブ ラ シ 装 置 は 回 転 ブ ラ シ を パ イ プ 内 に
挿 入 可 能 に し 、 パ イ プ 内 の 異 物 を 回 転 ブ ラ シ に よ り 剥 離 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 底 付 き パ イ
プ 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 底 付 き パ イ プ の 底 部 を 下 位 に 配 置 す る 正 立 の ま ま 、 該 パ イ プ を 洗 浄 す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 底 付 き パ イ プ の 内 面 を 洗 浄 す る 底 付 き パ イ プ 洗 浄 方 法 で あ っ て 、
　 洗 浄 ノ ズ ル を パ イ プ 内 に 挿 入 し 、 パ イ プ 内 の 異 物 を 洗 浄 ノ ズ ル の 外 周 面 の エ ア 噴 出 口 か
ら 吹 出 す エ ア ブ ロ ー に よ り 吹 飛 ば し な が ら 、 該 洗 浄 ノ ズ ル の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 か ら 捕 集
す る 底 付 き パ イ プ 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 洗 浄 ノ ズ ル と パ イ プ の 内 周 と の 隙 間 を 小 さ く し て 該 パ イ プ の 内 面 を 洗 浄 す る 請 求 項
４ に 記 載 の 底 付 き パ イ プ 洗 浄 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 油 圧 緩 衝 器 用 ボ ト ム チ ュ ー ブ 等 の 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 如 く 、 パ イ プ 内 に 付 着 し て い る バ
リ や 切 粉 等 の 鉄 系 等 の 異 物 を 洗 浄 す る た め 、 高 圧 洗 浄 液 を 用 い て い る 。 洗 浄 液 の 排 除 を 行
な う た め に 、 倒 立 に し た パ イ プ の 下 向 き 開 口 か ら 洗 浄 ノ ズ ル を 挿 入 し 、 洗 浄 後 に は 組 立 を
行 な う た め に パ イ プ を 正 立 に 反 転 さ せ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 登 録 2607660
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 高 圧 洗 浄 液 を 用 い る 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 に は 以 下 の 問 題 点 が あ る 。
　 (1)洗 浄 液 を 用 い る た め 、 洗 浄 液 タ ン ク 等 を 必 要 と し 、 洗 浄 装 置 が 大 型 に な り 、 洗 浄 液
の 交 換 も 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 (2)洗 浄 後 の パ イ プ 内 に 洗 浄 液 が 残 る と 錆 び の 原 因 に な り 、 こ の 洗 浄 液 を 残 さ な い 長 時
間 の 乾 燥 工 程 を 必 要 と し 、 時 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 (3)洗 浄 液 の 高 圧 噴 射 に 伴 な う 騒 音 が 大 き く 、 周 辺 へ の 液 飛 散 防 止 策 も 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 底 付 き パ イ プ の 内 面 を 洗 浄 す る に 際 し 、 洗 浄 液 を 使 用 し な い で 洗 浄 効
率 を 上 げ る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 底 付 き パ イ プ の 内 面 を エ ア ブ ロ ー 装 置 に よ り 洗 浄 す る 底 付 き パ イ プ
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洗 浄 装 置 で あ っ て 、 エ ア ブ ロ ー 装 置 は 洗 浄 ノ ズ ル を パ イ プ 内 に 挿 入 可 能 に し 、 洗 浄 ノ ズ ル
が エ ア 噴 出 口 を 外 周 面 に 備 え 、 エ ア 吸 入 口 を 先 端 面 に 備 え 、 パ イ プ 内 の 異 物 を 洗 浄 ノ ズ ル
の 外 周 面 の エ ア 噴 出 口 か ら 吹 出 す エ ア ブ ロ ー に よ り 吹 飛 ば し な が ら 、 該 洗 浄 ノ ズ ル の 先 端
面 の エ ア 吸 入 口 か ら 捕 集 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 エ ア ブ ロ ー 装 置 の 前 段 に ブ ラ シ
装 置 を 設 け 、 ブ ラ シ 装 置 は 回 転 ブ ラ シ を パ イ プ 内 に 挿 入 可 能 に し 、 パ イ プ 内 の 異 物 を 回 転
ブ ラ シ に よ り 剥 離 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 底 付 き パ イ プ の 底 部 を 下
位 に 配 置 す る 正 立 の ま ま 、 該 パ イ プ を 洗 浄 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 底 付 き パ イ プ の 内 面 を 洗 浄 す る 底 付 き パ イ プ 洗 浄 方 法 で あ っ て 、 洗
浄 ノ ズ ル を パ イ プ 内 に 挿 入 し 、 パ イ プ 内 の 異 物 を 洗 浄 ノ ズ ル の 外 周 面 の エ ア 噴 出 口 か ら 吹
出 す エ ア ブ ロ ー に よ り 吹 飛 ば し な が ら 、 該 洗 浄 ノ ズ ル の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 か ら 捕 集 す る
よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 洗 浄 ノ ズ ル と パ イ プ の 内 周 と の
隙 間 を 小 さ く し て 該 パ イ プ の 内 面 を 洗 浄 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 請 求 項 １ 、 ４ ）
　 (a)パ イ プ の 内 径 よ り 若 干 小 径 の 洗 浄 ノ ズ ル の 外 周 面 の エ ア 噴 出 口 か ら 径 方 向 に エ ア ブ
ロ ー し 、 該 洗 浄 ノ ズ ル の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 か ら 吸 引 す る 構 造 で あ り 、 エ ア ブ ロ ー を パ イ
プ の 内 周 面 に 直 接 近 距 離 か ら 勢 い 良 く 当 て 、 ま た バ キ ュ ー ム に よ り パ イ プ 内 の エ ア 噴 出 口
か ら エ ア 吸 入 口 へ の エ ア 流 速 を 増 し 、 鉄 系 等 の 異 物 を エ ア ブ ロ ー に よ り 剥 離 し て 飛 ば し な
が ら 捕 集 し 、 効 率 良 く 洗 浄 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 (b)洗 浄 液 を 用 い な い た め 、 洗 浄 液 タ ン ク 等 を 必 要 と せ ず 、 洗 浄 装 置 を 簡 易 小 型 化 で き
る 。 洗 浄 液 を 用 い な い 乾 燥 洗 浄 で あ り 、 洗 浄 液 を 除 去 す る た め の 長 時 間 の 乾 燥 工 程 を 必 要
と し な い し 、 騒 音 も 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 (c)洗 浄 液 を 用 い な い た め 、 洗 浄 液 の 周 辺 へ の 飛 散 が な い し 、 エ ア ブ ロ ー 時 に も 洗 浄 ノ
ズ ル の 先 端 側 へ 向 け て バ キ ュ ー ム に よ り 吸 引 し て い る か ら 、 エ ア ブ ロ ー に よ り 異 物 が 周 辺
に 飛 散 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 請 求 項 ２ ）
　 (d)回 転 ブ ラ シ に よ り パ イ プ の 内 周 面 及 び 底 面 を こ す っ て 鉄 系 等 の 異 物 を 掻 き 落 と し た
後 、 前 述 (a)の 洗 浄 ノ ズ ル の 径 方 向 へ の エ ア ブ ロ ー に よ っ て 未 だ パ イ プ の 内 面 に 付 着 し て
い る 異 物 を 剥 離 し 、 こ れ ら の ブ ラ シ と エ ア ブ ロ ー で 落 と し た 異 物 を 洗 浄 ノ ズ ル の 先 端 面 の
エ ア 吸 入 口 か ら バ キ ュ ー ム に よ り 吸 い 込 み 、 き れ い に 捕 集 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 請 求 項 ３ ）
　 (e)底 付 き パ イ プ 内 か ら の 洗 浄 液 の 排 除 の た め の 倒 立 化 を 必 要 と し な い か ら 、 パ イ プ を
正 立 に し た ま ま 洗 浄 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 洗 浄 後 に パ イ プ を 反 転 す る こ と な く そ
の ま ま 組 立 工 程 へ 移 行 で き 、 工 程 を 少 な く で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 請 求 項 ５ ）
　 (f)洗 浄 ノ ズ ル の エ ア 噴 出 口 か ら の エ ア 噴 出 効 果 、 エ ア 吸 入 口 へ の エ ア 吸 入 効 果 、 及 び
洗 浄 ノ ズ ル と パ イ プ の 隙 間 の エ ア 流 路 狭 小 効 果 に よ り 、 パ イ プ 内 の エ ア 噴 出 口 か ら エ ア 吸

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-167637 A 2006.6.29



入 口 へ の エ ア 流 速 を 一 層 増 し 、 前 述 (a)の 洗 浄 効 率 を 更 に 上 げ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 を 示 す 模 式 図 、 図 ２ は エ ア ブ ロ ー 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る
。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ の 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 １ ０ ０ は 、 油 圧 緩 衝 器 用 ボ ト ム チ ュ ー ブ 等 の 底 付 き パ イ プ
１ の 内 面 に 付 着 し て い る バ リ や 異 物 等 の 鉄 系 等 の 異 物 を 、 ブ ラ シ 装 置 １ ０ と エ ア ブ ロ ー 装
置 ２ ０ に よ り 洗 浄 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 洗 浄 装 置 １ ０ ０ は 、 パ イ プ 搬 送 コ ン ベ ア １ ０ １ に 沿 う 前 段 側 の ブ ラ シ ス テ ー シ ョ ン に ブ
ラ シ 装 置 １ ０ を 、 後 段 側 の エ ア ブ ロ ー ス テ ー シ ョ ン に エ ア ブ ロ ー 装 置 ２ ０ を 配 置 し 、 コ ン
ベ ア １ ０ １ の 間 欠 搬 送 に よ り 、 コ ン ベ ア １ ０ １ 上 の 保 持 具 １ ０ ２ に 保 持 さ れ た パ イ プ １ を
ま ず ブ ラ シ 装 置 １ ０ に よ っ て 洗 浄 し 、 こ の パ イ プ １ を エ ア ブ ロ ー 装 置 ２ ０ に 送 っ て 再 洗 浄
し た 後 、 こ の パ イ プ １ を そ の ま ま 組 立 工 程 へ 送 る 。 こ の と き 、 前 段 側 に ２ 基 の ブ ラ シ 装 置
１ ０ を 、 後 段 側 に ２ 基 の エ ア ブ ロ ー 装 置 ２ ０ を 配 置 す る こ と に よ り 、 ２ 本 の パ イ プ １ を １
組 と し て 間 欠 搬 送 し 、 生 産 性 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 洗 浄 装 置 １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 パ イ プ １ の 底 部 １ Ａ を 下 位 に 配 置 し て そ の 周 囲 を
コ ン ベ ア １ ０ １ の 保 持 具 １ ０ ２ に 保 持 さ れ た 正 立 姿 勢 状 態 で 、 こ の パ イ プ １ の 上 向 き 開 口
１ Ｂ の 周 囲 を ブ ラ シ ガ イ ド １ １ に よ り 着 脱 可 能 に 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ブ ラ シ 装 置 １ ０ は 、 ブ ラ シ ガ イ ド １ １ に ガ イ ド さ れ て パ イ プ １ の 開 口 １ Ｂ か ら 内 部 に 挿
入 さ れ る 回 転 ブ ラ シ １ ２ を 備 え 、 パ イ プ １ の 内 周 面 及 び 底 面 の 異 物 を 回 転 ブ ラ シ １ ２ に よ
り 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 回 転 ブ ラ シ １ ２ は 、 不 図 示 の 電 動 モ ー タ や エ ア モ ー タ 等 の 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ に よ り 回
転 可 能 に さ れ る ロ ッ ド １ ３ と 、 ロ ッ ド １ ３ の 先 端 に 交 換 可 能 に 固 定 さ れ る ヘ ッ ド １ ４ と を
有 す る 。 ヘ ッ ド １ ４ は 、 ナ イ ロ ン 等 の 樹 脂 ブ ラ シ 等 か ら な り 、 パ イ プ １ の 内 径 よ り 若 干 大
径 の 外 周 及 び 先 端 面 に 多 数 の 植 毛 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 エ ア ブ ロ ー 装 置 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 パ イ プ １ の 底 部 １ Ａ を 下 位 に 配 置 し て そ の 周
囲 を コ ン ベ ア １ ０ １ の 保 持 具 １ ０ ２ に 保 持 さ れ た 正 立 姿 勢 状 態 で 、 こ の パ イ プ １ の 上 向 き
開 口 １ Ｂ の 周 囲 を ノ ズ ル ガ イ ド ２ １ に よ り 着 脱 可 能 に 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 エ ア ブ ロ ー 装 置 ２ ０ は 、 ノ ズ ル ガ イ ド ２ １ に ガ イ ド さ れ て パ イ プ １ の 開 口 １ Ｂ か ら 内 部
に 挿 入 さ れ る 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ を 備 え 、 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ は エ ア 噴 出 口 ２ ３ を 先 端 寄 り の 外 周
面 に 備 え 、 エ ア 吸 入 口 ２ ４ を 先 端 面 に 備 え る 。 エ ア ブ ロ ー 装 置 ２ ０ は 、 パ イ プ １ の 内 周 面
及 び 底 面 の 異 物 を 、 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の 外 周 面 の エ ア 噴 出 口 ２ ３ か ら 吹 出 す エ ア ブ ロ ー に よ
り 吹 飛 ば し な が ら 、 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 ２ ４ に 加 え ら れ る バ キ ュ ー ム に
よ り そ の 異 物 を 捕 集 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ は 、 二 重 管 ２ ５ （ 内 管 ２ ５ Ａ と 外 管 ２ ５ Ｂ ） と 、 二 重 管 ２ ５ の 先 端 に 形
成 さ れ る ヘ ッ ド ２ ６ と を 有 す る 。 ヘ ッ ド ２ ６ は 、 パ イ プ １ の 内 径 よ り 若 干 小 径 の 外 周 の 周
方 向 に 沿 う 複 数 位 置 に 、 内 管 ２ ５ Ａ と 外 管 ２ ５ Ｂ の 環 状 間 隙 か ら な る 圧 空 通 路 ２ ３ Ａ に 連
通 す る 斜 め 下 向 き エ ア 噴 出 口 ２ ３ を 開 口 し 、 各 エ ア 噴 出 口 ２ ３ か ら パ イ プ １ の 内 周 に 圧 縮
エ ア を 吹 付 け る 。 ま た 、 ヘ ッ ド ２ ６ は 、 先 端 面 に 、 内 管 ２ ５ Ａ の 中 空 部 か ら な る バ キ ュ ー
ム 通 路 ２ ４ Ａ に 連 通 す る 下 向 き エ ア 吸 入 口 ２ ４ を 開 口 し 、 エ ア 噴 出 口 ２ ３ か ら パ イ プ １ の
内 周 に 噴 出 し た エ ア を 開 口 １ Ｂ の 側 に 漏 ら す こ と な く 、 エ ア 吸 入 口 ２ ４ か ら 吸 入 す る 。 こ
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の と き 、 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の ヘ ッ ド ２ ６ の 外 周 と パ イ プ １ の 内 周 と の 環 状 隙 間 を 、 二 重 管 ２
５ （ 外 管 ２ ５ Ｂ ） の 外 周 と パ イ プ １ の 内 周 と の 環 状 隙 間 よ り 小 さ く す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 圧 空 通 路 ２ ３ Ａ に は 、 工 場 エ ア 源 が ミ ス ト セ パ レ ー タ 、 エ ア ド ラ イ ヤ 、 レ ギ ュ レ ー
タ を 介 し て 接 続 さ れ 、 エ ア 圧 力 セ ン サ ２ ３ Ｂ が 設 け ら れ る 。 バ キ ュ ー ム 通 路 ２ ４ Ａ に は 、
バ キ ュ ー ム 装 置 が 接 続 さ れ 、 バ キ ュ ー ム 圧 力 セ ン サ ２ ４ Ｂ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 パ イ プ 洗 浄 装 置 １ ０ ０ を 用 い た パ イ プ １ の 洗 浄 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
　 (1)正 立 姿 勢 に し た パ イ プ １ の 底 部 １ Ａ の 周 囲 を コ ン ベ ア １ ０ １ の 保 持 具 １ ０ ２ に 保 持
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 (2)コ ン ベ ア １ ０ １ の 間 欠 搬 送 に よ り 、 上 述 (1)の パ イ プ １ を ブ ラ シ ス テ ー シ ョ ン に 位 置
付 け 、 こ の パ イ プ １ の 上 向 き 開 口 １ Ｂ の 周 囲 を ブ ラ シ ガ イ ド １ １ に よ り 保 持 す る 。 ブ ラ シ
装 置 １ ０ の 回 転 ブ ラ シ １ ２ を 回 転 状 態 に し て パ イ プ １ 内 に 挿 入 し 、 こ の 回 転 ブ ラ シ １ ２ の
ヘ ッ ド １ ４ を パ イ プ １ の 開 口 １ Ｂ か ら 底 部 １ Ａ に 向 か っ て 下 動 す る 過 程 、 及 び 続 く 底 部 １
Ａ か ら 開 口 １ Ｂ に 向 か っ て 上 動 す る 過 程 で 、 こ の 回 転 ブ ラ シ １ ２ の ヘ ッ ド １ ４ に よ り パ イ
プ １ の 内 周 面 及 び 底 面 の 異 物 を 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 (3)コ ン ベ ア １ ０ １ の 間 欠 搬 送 に よ り 、 上 述 (2)の パ イ プ １ を エ ア ブ ロ ー ス テ ー シ ョ ン に
移 送 し 、 こ の パ イ プ １ の 上 向 き 開 口 １ Ｂ の 周 囲 を ノ ズ ル ガ イ ド ２ １ に よ り 保 持 す る 。 エ ア
ブ ロ ー 装 置 ２ ０ の 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ を パ イ プ １ 内 に 挿 入 し 、 こ の 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の ヘ ッ ド ２
６ を パ イ プ １ の 開 口 １ Ｂ か ら 底 部 １ Ａ に 向 か っ て 下 動 す る 過 程 、 及 び 続 く 底 部 １ Ａ か ら 開
口 １ Ｂ に 向 か っ て 上 動 す る 過 程 で 、 こ の 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の ヘ ッ ド ２ ６ の 外 周 面 の エ ア 噴 出
口 ２ ３ か ら 吹 出 す エ ア ブ ロ ー に よ り パ イ プ １ の 内 周 面 の 異 物 を 吹 飛 ば し な が ら 、 こ の エ ア
及 び 異 物 を ヘ ッ ド ２ ６ の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 ２ ４ に 吸 引 し て バ キ ュ ー ム 装 置 へ 捕 集 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 (4)コ ン ベ ア １ ０ １ の 間 欠 搬 送 に よ り 、 上 述 (3)の パ イ プ １ を 組 立 工 程 へ 移 送 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 (a)パ イ プ １ の 内 径 よ り 若 干 小 径 の 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の 外 周 面 の エ ア 噴 出 口 ２ ３ か ら 径 方
向 に エ ア ブ ロ ー し 、 該 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 ２ ４ か ら 吸 引 す る 構 造 で あ り
、 エ ア ブ ロ ー を パ イ プ １ の 内 周 面 に 直 接 近 距 離 か ら 勢 い 良 く 当 て 、 ま た バ キ ュ ー ム に よ り
パ イ プ １ 内 の エ ア 噴 出 口 ２ ３ か ら エ ア 吸 入 口 ２ ４ へ の エ ア 流 速 を 増 し 、 鉄 系 等 の 異 物 を エ
ア ブ ロ ー に よ り 剥 離 し て 飛 ば し な が ら 捕 集 し 、 効 率 良 く 洗 浄 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 (b)洗 浄 液 を 用 い な い た め 、 洗 浄 液 タ ン ク 等 を 必 要 と せ ず 、 洗 浄 装 置 １ ０ ０ を 簡 易 小 型
化 で き る 。 洗 浄 液 を 用 い な い 乾 燥 洗 浄 で あ り 、 洗 浄 液 を 除 去 す る た め の 長 時 間 の 乾 燥 工 程
を 必 要 と し な い し 、 騒 音 も 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 (c)洗 浄 液 を 用 い な い た め 、 洗 浄 液 の 周 辺 へ の 飛 散 が な い し 、 エ ア ブ ロ ー 時 に も 洗 浄 ノ
ズ ル ２ ２ の 先 端 側 へ 向 け て バ キ ュ ー ム に よ り 吸 引 し て い る か ら 、 エ ア ブ ロ ー に よ り 異 物 が
周 辺 に 飛 散 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 (d)回 転 ブ ラ シ １ ２ に よ り パ イ プ １ の 内 周 面 及 び 底 面 を こ す っ て 鉄 系 等 の 異 物 を 掻 き 落
と し た 後 、 前 述 (a)の 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の 径 方 向 へ の エ ア ブ ロ ー に よ っ て 未 だ パ イ プ １ の 内
面 に 付 着 し て い る 異 物 を 剥 離 し 、 こ れ ら の ブ ラ シ と エ ア ブ ロ ー で 落 と し た 異 物 を 洗 浄 ノ ズ
ル ２ ２ の 先 端 面 の エ ア 吸 入 口 ２ ４ か ら バ キ ュ ー ム に よ り 吸 い 込 み 、 き れ い に 捕 集 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 (e)底 付 き パ イ プ １ 内 か ら の 洗 浄 液 の 排 除 の た め の 倒 立 化 を 必 要 と し な い か ら 、 パ イ プ
１ を 正 立 に し た ま ま 洗 浄 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 洗 浄 後 に パ イ プ １ を 反 転 す る こ と

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-167637 A 2006.6.29



な く そ の ま ま 組 立 工 程 へ 移 行 で き 、 工 程 を 少 な く で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 (f)洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ の エ ア 噴 出 口 ２ ３ か ら の エ ア 噴 出 効 果 、 エ ア 吸 入 口 ２ ４ へ の エ ア 吸
入 効 果 、 及 び 洗 浄 ノ ズ ル ２ ２ と パ イ プ １ の 隙 間 の エ ア 流 路 狭 小 効 果 に よ り 、 パ イ プ １ 内 の
エ ア 噴 出 口 ２ ３ か ら エ ア 吸 入 口 ２ ４ へ の エ ア 流 速 を 一 層 増 し 、 前 述 (a)の 洗 浄 効 率 を 更 に
上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 詳 述 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 例 に
限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も 本 発 明
に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 底 付 き パ イ プ 洗 浄 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は エ ア ブ ロ ー 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ 　 パ イ プ
１ Ａ 　 底 部
１ ０ 　 ブ ラ シ 装 置
１ ２ 　 回 転 ブ ラ シ
２ ０ 　 エ ア ブ ロ ー 装 置
２ ２ 　 洗 浄 ノ ズ ル
２ ３ 　 エ ア 噴 出 口
２ ４ 　 エ ア 吸 入 口
１ ０ ０ 　 パ イ プ 洗 浄 装 置
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